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第 71号　2015 年 3 月 23 日
　かつては身近にあったのに、時代
の移り変わりのために見かけなく
なったものが数多くあります。
　今回は、平成２６年度の発掘調査
で見つかった「今では見かけなくなっ
たもの」の１つをご紹介します。
　ちなみに、最近では公衆電話もあ
まり見かけなくなりましたね。

　現在あまり見かけなくなったものの１つに井戸があります。
　今は各家庭に上水道が引かれているため、蛇口をひねれば水が出てきますが、かつては井戸から汲み上げ
た水を炊事や洗濯などに使っていたというご家庭もあるのではないでしょうか。
　それでは、日本で井戸が造られ始めたのはいつのことだったのでしょうか。地面を掘り下げて水がしみ出
て溜まるのを待つ、いわゆる「素掘りの井戸」はずいぶん古くからあったのでしょうが、井戸枠などの構造

を備えたものが造られ始めるのは弥生時代になってからだと
考えられています。
　そうした特徴的な井戸枠を持つ井戸が、今年度の調査で２
つ見つかりましたのでご紹介します。
　１つは松原田中遺跡から見つかった古墳時代前期（約 1,700
年前）頃のものです。この井戸は地面に掘った穴の中に径 50
センチ余りの丸太の周囲を幅２～４センチ程度残し、中心部
をくり抜いて筒状にしたものを井戸枠として埋めていました。
調査区の端から見つかったため、部分的にしか調査できてい
ませんが、残りの部分を平成 27 年度に調査しますのでさらに
詳しいことが分かると思います。

　もう１つは、下坂本清合遺跡で見つかった鎌倉時代（約
800 年前）の井戸です。その井戸枠は、四本の丸い柱を四角
形の四隅に打ち込み、柱の間に縦板を何枚も並べ、その内側
に設置された横方向の桟で縦板が内側に倒れないように固定
する構造でした。このような構造の井戸は、古代から中世に
かけて多く造られました。新しい時代になり、松原田中遺跡
の井戸よりも複雑な構造になっていることが分かります。
　時代と共にその構造を変化させながら造られ、そして利用
され続けた井戸。
　皆さんの身近に井戸はありますか？
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